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１．はじめに 

国土交通省では、ETC2.0車載器から路側機を通じ

て、車両の経緯度、時刻、加速度等を収集するシス

テムを開発し、2011年4月から収集に同意が得られた

利用者のデータ（ETC2.0プローブ情報）を収集して

いる。本稿では、2014年6月28日に供用した圏央道・

相模原愛川IC～高尾山IC（14.8km）の開通による、

東名高速～関越道間の選択経路（図１）の変化につ

いて、ETC2.0プローブ情報を用いて分析した結果を

紹介する。 

２．分析結果  

ETC2.0プローブ情報をもとに、東名高速・海老名

JCTを通過後、6時間以内に関越道・鶴ヶ島JCTを通過

した車両、又はその逆方向を対象に圏央道開通前後

の経路選択の変化を確認した。東名高速～関越道間

では両方向とも同様の経路選択傾向を示しており、

圏央道開通により、圏央道経由が約2割増加した（図

２）。環状道路の供用により、都心部に起終点のな

い通過交通が選択経路を転換したことが、ETC2.0プ

ローブ情報から確認された。 

３．おわりに 

今後は、ETC2.0プローブ情報を「賢く」活用した

道路の信頼性などの適切な評価や対策実施により、

道路を「賢く」使える世界を実現するための取り組

みを進める。 
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図１ 東名高速～関越道間の選択経路 
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図２ 圏央道開通前後における選択経路の変化 
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データ期間：供用前 2014年4月1日～6月27日 供用後 2014年7月1日～9月30日（各3ヶ月間） 

抽出・分析対象：関越道鶴ヶ島JCTを通過後、6時間以内に東名高速海老名JCT (及び、その逆方向)へ乗り

継いだ車両の経由路線(圏央道/環八等一般道/首都高)を確認対象とする。除外は途中立寄り車両等。 
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